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    ※ 事故ゼロプランとは、交通事故
      が多発する特定の区間等に対して
      集中的・重点的に交通事故対策を
      実施することで、交通事故の撲滅
      を目指す取り組みです。

問い合わせ先 

 国土交通省九州地方整備局 
 佐賀国道事務所 交通対策課 

〒849-0924 佐賀県佐賀市新中町５－１０ 
TEL：0952-32-1151 
FAX：0952-33-6963 

URL ⇒ http://www.qsr.mlit.go.jp/sakoku/ 

Plan

Do

Check

Action

事故要因分析 
事故対策立案 

対策実施 

整備効果の検証 

効果不足の分析 
追加対策の立案 

▲PDCAのマネジメントサイクル 

 平成２７年度第１回「佐賀県道路交通環境安全推進連絡会議」を、佐賀国道事務所、佐賀県警察本部、佐賀 
県、佐賀市、アドバイザー（佐賀大学４名、安全協会）１４名の参加により9月８日に開催しました。 

 会議では、佐賀県警、佐賀市、佐賀国道から、これまでの佐賀県の交通事故発生状況と事故抑止対策が佐賀 

県警から報告されました。 

 また、今後の課題として、「死亡事故死者数の半数以上が、歩行中・自転車乗車中。そのうち約半数が、自 

宅から５００ｍ以内の身近な場所で発生。」「佐賀県の交通事故は人口当たりの人身事故件数、死者数、負傷 

者数が全国１位。発生道路路線は、国道（幹線）が多数。」等の内容が報告されました。 
 これからの課題を踏まえて、今後【交通事故全国ワースト脱却】のため、 
◆機能分化による「生活道路（暮らしの道）対策」（年度内に対策箇所の抽出、地域連携方針決定） 
  ・生活道路速度抑制 ・幹線道路への交通転換 ・自転車通行空間の確保等 
◆「幹線道路（国道３４号）の事故対策」（年度内に危険箇所評価と事故対策案決定） 

について、当連絡会議で進めていく事が確認され、年度内に結果を取りまとめることとしています。 

     会議は大きく２項目 
・生活道路事故対策 
・幹線道路事故対策です。 

 佐賀県警 
 ・佐賀県は交通事故全国ワースト 
 ・国道３４号の追突事故多い 
 ・生活道路対策（ゾーン３０・ライン３０） 

 佐賀市 
 ・生活道路対策（ハンプ、スムース歩道） 
 ・物理的デバイスは住民理解必要 

 佐賀国道 
 ・事故ゼロプラン展開中 
 ・生活道路対策の進め方は・・・ 

     ・生活道路の物理的対策には限界あ

るので、歩行者、自転車の通行優先権

の明確化が必要。 
・自転車道、通行帯の一方通行は、実
行すると、考えている程不便ではない。 

     佐賀市は、生活道路対
策の取り組み 
・ハンプ、スムース歩道 

     生活道路対策は、 
・ハード・ソフト両対策必要 
・学校教育での取組も大事 
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